
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

第112号 
毎月200部限定発行 

発行責任者／阿部健一  
住所： 〒179-0081 練馬区北町1-24-13  
ＴＥＬ：03-5398-6988  
Ｅメール：hikari_nerima@yahoo.co.jp 
ＨＰ：hikari-sk.jp 

 

 

次回開催日 
15：30～17：00 

＜参加費＞お一人様500円 

 

 
 

月～金の12時から約30分＜事前予約制＞ 
 

 

と の を行います 

 
 
  
 
  
 
 

☆体が軽くなる感覚があって、それによって対人との話やエネルギーを余り使わなくなり、とても 

楽になりました。地に足が付き、意識が戻ってきた感覚です。 

＜院長より＞ 地に足が着かない状態。それは、気や体の負担が上に向かっている時の事を言います。 

地に足が着けば上体への負担がなくなり軽くなるので楽になりますよね。 
 
☆無意識の思い込みが消える事で身体の凝りも消えました。 

＜院長より＞ 自分が自分の体に決めつけている事って結構ありませんか？今までこうだったから！ 

いつもこうだから！・・・そんな事より今の楽を感じている自分のほうが嬉しいですよね。 
 
☆前回から一週間が楽しくて仕方ありませんでした。身体の変化が沢山あってワクワクでした。 

＜院長より＞ 不調が当たり前だと思っていたのに・・・治療をする度に体が楽になる。 

変化を楽しみワクワク出来るって最高ですよね。細胞のテンションもアップしますよ。 
 
☆何もされた感覚ないのに楽になりました 

＜院長より＞ 何もされていない感覚で楽になる治療。弱った体へ最小限の刺激で変化する事が患部への

最大のご褒美になります。細胞も大喜びしてくれていますよ。 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

こんにちは！ ひかり整骨院とご縁を頂いている皆様、いかがお過ごしですか？ 

緑の爽やかな季節から、厳しい夏に向かうまでの季節「梅雨」がやってきますね。 

ここ数年はシトシト降り続くというよりも、予想を超える量が一気に降ることが 

多くなっていますよね。その分、土砂災害や川の氾濫などによる災害が多くなっています。 

天災が起こってしまう事は仕方ないと思いますが、被害を最小限に防ぐことは出来るように思います。 

体にも同じことが言えますよね？気候の変化が激しい時こそ、元気な体を継続したい。 

そのために、定期的なメンテナンス治療で体をリフレッシュすることは大切ですよね。 

身体の歪みや捻じれを整えると「呼吸が深くなる」「血液・酸素の流れが良くなる」「自律神経の働きが正常にな

る」主にこの3つの働きが改善します。その結果、体温が上がり体の元になる細胞の働きが活発になり 

不調から好調に変化するのです。自分で毎日できる健康法は4ページの最後をお読みください 
 

5月は大切な人とのお別れをする機会が2回もありました。とてもお世話になった治療家の先生、 

赤ちゃんの時からお世話になった叔父。それぞれの思い出を胸に「ありがとう」をお伝えしました。 

 

患者様からの喜びの声と「今日のひとこと」をご紹介！ 
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これからの季節は体がスッキリしない蒸し暑さとの戦いが続きますよね。 

体調がすぐれないと食欲も落ち気味・・・ついつい冷たい物を欲しがってしまいます。 

生活環境も冷房に当たる事が多くなり、体の中も冷え冷えになりがちです。 

冷えは万病のもと、未病は体を温める事からと言われています。 

そこで毎日できる元気キーワードは「40℃の白湯」です。 

胃腸の温度は37℃なので毎日朝一番は「40℃の白湯」を飲む事をオススメします。 
 
ここからは「体を温めるとすべての痛みが消える」の著者である 

坂井学先生のアドバイスを参考にしています。 

体を作る役目である細胞。その中のミトコンドリアが各臓器で活発に働く事で元気な体が作られます。 

特に大切な臓器は「いのちの源・腸」です。原始からの生命が宿る「腸」、そこは37℃の世界です。 

そこに冷水を掛けられると腸の細胞はたちまち機能不全です。 

冷飲食は自殺行為です。温飲食は生命を育む行為です。 

元気な体つくりの定義：温飲食＝口に入れる時の温度が37℃～40℃ 

ぜひ参考にしてみて下さい。秋には夏バテなく、驚きの変化を得られると思います。 

※外での作業やスポーツをした際の水分補給の温度も同様ですが、塩分補給が大切です。ご注意ください。 

～とっておき情報～ 

ジメジメした梅雨から猛暑を元気に乗り切る方法 
 

院長 
からの 


